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南 野 研 人

■ 参加報告

　マレーシア・クアラルンプールで開催されたアジア弁理士協会（ＡＰＡＡ）の第21回総会に参加しまし

た。今回はＡＰＡＡへの初参加であることに加えて、開業後初の海外出張という、二重の意味で記念すべ

き機会となりました。弊所からは、古田 篤史弁理士と二人での参加でしたが、初参加者の目線から本大

会の様子をレポートいたします。

開会式のライオンダンス

■ 初参加者に優しいＡＰＡＡ

　ＡＰＡＡは、会員同士のネットワーク構築を重視した国際会議であり、毎年アジアを中心に世界各国か

ら多数の代理人が集います。私にとっては初めての参加であり、会場の勝手、レセプションの作法、ミー

ティング場所の確保等、分からないことばかりで当初は少なからず緊張していました。しかし蓋を開けて

みれば、会場では周囲の参加者の方々が非常に親切で、登録の手順、各セッションの会場、場所の確保

等、何を尋ねても丁寧に教えてくださるのです。「初めてなんです」と一言伝えれば、皆さん笑顔で隣の

席を空けてくださったり、他の知り合いを紹介してくださったりと、ＡＰＡＡのメンバー全体として初参

加者を温かく迎え入れる空気でした。

　不慣れな自分でも臆せず声をかけられる雰囲気に救われる場面が何度もあり、終わってみれば「思い

切って飛び込んでみて良かった」と心から思える時間となりました。国際会議に初参加される若手・初参

加の先生方には、ＡＰＡＡはとてもよい会合だと思います。

APAA2025 クアラルンプール大会に参加して
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■ 開業後初の海外出張

　今回のクアラルンプール大会は私にとって開業後初の海外出張でした。出発前は「業務を離れて本当に

大丈夫か」「費用に見合う成果を得られるか」といった不安が頭をよぎっていました。しかし実際に現地

入りしてみると、そうした迷いは杞憂に過ぎなかったと気付かされました。

　特に大きな収穫であったのは、普段からお世話になっている東南アジアの各事務所のメンバーと直接顔

を合わせ、じっくりと話をできたことです。日頃のメールや電話のやり取りでは伝わりづらい人柄、事務

所の雰囲気、担当者の得意分野などを肌で感じ取ることができ、オンラインでの関係性から一歩踏み込ん

だ信頼関係を築くきっかけとなりました。現地で直接お礼を申し上げられたこと、そして今後の案件につ

いても気軽に相談できる土壌ができたことは、事務所にとっても大切な機会となりました。

■ 二人でのミーティングラッシュ

　今回は事務所のもう一人のメンバーと二名での対応でしたが、正直なところ、事前に意気込んでミー

ティングを詰め込み過ぎてしまい、会期中は朝から晩まで休む間もなくスケジュールが埋まるという、反

省すべき事態となりました。一つのミーティングが押せば次の予定が押し、会場内の移動にも意外と時間

を取られ、名刺や資料を切らさないように気を配りながらミーティングに集中するのは、久々の朝から晩

までの英語でのコミュニケーションであったこともあり、体力・気力の勝負でした。

　昼食もゆっくり取れない日があり、同僚と「もう少し余裕を持って組んでおけば良かったね」と顔を見

合わせて苦笑する場面もありました。ただその分だけ、多くの先生方と直接お話しする機会を得られたこ

と自体は紛れもない成果であり、次回以降に向けた貴重な教訓ともなりました。

■ エクスカーション ― 多文化都市クアラルンプールを体感

　４日目には、クアラルンプール市内の観光スポットを一巡するエクスカーションに参加しました。マ

レーシアは、マレー文化、中国文化、そしてイスラム文化が独特の形で混ざり合う多民族・多宗教国家で

あり、エクスカーションではまさにその文化の融合を体感できるプログラムが組まれていました。歴史あ

るモスクの優雅なドーム、活気あふれる中華系の街並み、マレー伝統の建築や食文化、さらにはそれらを

見下ろす近代的な超高層ビル群――これらすべてが同じ街の景色の中に同居している様は、他の都市では

なかなかお目にかかれない光景でした。

川沿いに佇むマスジッド・ジャメ（ジャメ・モスク）と近代的なオフィス街
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ムルデカ広場から望むと改修中のスルタン・アブドゥル・サマド・ビルとムルデカ118タワー

　エクスカーションのもう一つの大きな魅力は、約半日という長い時間を同じメンバーと共に過ごすこと

で、自然と密なコミュニケーションが取れる点にあります。会場内でのミーティングはどうしても時間が

区切られ話題も業務中心になりがちですが、エクスカーションではバスでの移動中、観光スポットでの待

ち時間、昼食の時間など、会話の機会がふんだんにあります。ここでは各事務所の働き方、家族のこと、

休日の過ごし方に至るまで、普段はなかなか踏み込まないような話題で盛り上がることができました。半

日を一緒に過ごしたメンバーとは一気に距離が縮まり、最終日もすれ違った際には気軽にコミュニケー

ションが取れるようになりました。

■ ガラディナー

　最終日の夜には、本大会のフィナーレを飾るガラディナーが開催されました。「Rainforest Soirée」と

いうテーマのとおり、会場全体が熱帯雨林をイメージした深い緑の照明と装飾で彩られていました。ス

テージでは生バンドによる演奏、ダンスパフォーマンス、伝統色とモダンを融合させた演出が次々と繰り

広げられ、会場は始終熱気に包まれていました。

写真：ガラディナー「Rainforest Soirée」の華やかなステージ
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　次々と運ばれるマレーシアの色彩豊かな料理を味わいながら、同じテーブルに着いた各国の先生方と、

打ち解けた雰囲気で会話を楽しむことができました。音楽に身を委ね、グラスを傾けながら、各国の文化

や料理の話、ご家族の話など、時間を忘れて語り合った数時間は、まさに本大会を締めくくるに相応し

い、忘れがたい思い出となりました。

■ まとめ

　初めてのＡＰＡＡ参加、そして開業後初の海外出張ということで、始まる前は不安も少なくありません

でしたが、終わってみれば得られたものは想像をはるかに超えるものでした。世界中の知財専門家との新

たなネットワーク、日頃お世話になっている東南アジア各事務所の皆様との一段深い関係の構築、そして

マレーシアの豊かな多文化体験――これらすべてが今後の業務における貴重な財産になりました。

　最後になりましたが、このようなすばらしい機会を提供してくださいましたＡＰＡＡ主催関係者の皆

様、開催地として細やかなおもてなしで迎えてくださったマレーシアの現地スタッフの皆様、そして会期

中に親切にお声がけくださった各国の先生方に、この場をお借りして心より御礼申し上げます。次年度以

降の大会にも積極的に参加し、今回いただいたご縁を大切に育てながら、日本の知財実務に微力ながら貢

献してまいりたいと考えております。




